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　平素は愛媛いのちの電話のことを覚えてくださり、物心両面

にわたって何かとお支えをいただいておりますことを深く感謝

申し上げます。ここに昨年度の事業報告ができますのも一重に

皆様のご理解とご支援のお蔭と思っております。

　いのちの電話の本来の使命である「自殺予防」ですが、昨年

度の自殺者の人数は15年ぶりに３万人を割りました。この減少

には私どもの活動も少しはお役に立てているのではと思ってい

ます。しかしながら、平均すれば毎日76人もの尊いいのちが絶

たれているという悲しい事実に変わりはありません。61年ぶり

に４，５００人を切った交通事故死亡者の６倍を超すいのちが失わ

れていることになります。

　私たちは誰しも例外なく、人生のある時期に本当に自分を失

うことがあります。行くべき方向を見失い、絶望してその場に

座り込んでしまいます。自分のことを不甲斐ない人間だと思い

ます。しかし、そのような時は、見方を変えれば、その人が必

死に生きようとしている証であるとも言えます。私たちが味わ

う苦しみは大きく二つに分けられると思います。それは苦痛と

苦難です。肉体的な苦痛はその人を現在に縛りつけ自由を奪っ

てしまいますので、必要な医学的処置で痛みは除去されなけれ

ばなりません。しかし精神的な苦痛はその人を新しく生まれ変

わらせるために必要な苦難である場合が多いのです。この苦難

の渦中にあるときに、ある人は自分の苦しみを他の誰からに分

かってもらいたい、聴いてもらいたいと思い、「いのちの電話」

に電話をかけてきます。その人のいのちの糸はまさに切れよう

としているのだけれど、本当のところは誰かに支えてもらいた

い、再びしっかりと結んでもらいたいと思っているのだろうと

ごあいさつ
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思います。電話の先の見知らぬ人と、聴くことの訓練を受けた

もう一人の人が電話でつながって、話をして、話を聴き、その

共同の作業の中で、「もう一度、やり直してみよう」という力

が生まれたら、どんなにかすばらしいことだと思います。

　そんな思いを抱いて、一昨年度より準備をしていました「イ

ンターネット相談」を担当する相談員養成講座を昨年度は開講

することができ、21名を「インターネット相談員」として認定

し、2013年１月より相談受付を開始しました。１月より３月の

間に61件の相談を受け付けました。今年度はネット相談員の質

向上のために内部研修会の充実を図りたいと思います。

　最後にもう一つご報告いたします。「愛媛いのちの電話」は

2012（平成24） 年11月29日より「税額控除対象法人」として愛

媛県知事より認可をいただきました。2011（平成23） 年に税制

改正が行われ、個人が認可された団体に寄付した場合、今まで

の「所得控除」に加えて「税額控除」の制度が導入されること

となりました。今後のご寄付については是非新しい税制優遇措

置をご活用していただきたく思います。（詳細は愛媛いのちの

電話事務局までお問い合わせください。）

　今年も前期公開講座も11名の受講生が登録し、５月より順調

にスタートしました。今後とも愛媛いのちの電話へのご理解と

ご支援を賜りますようお願いいたします。

2013年６月１日　

社会福祉法人　愛媛いのちの電話
理事長　武 井 義 定
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相談内容概況
（2012年１月１日～2012年12月31日）

年代別相談件数
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相談件数 月平均相談数 1日平均相談数

2012 年 10,887 907.3 29.8

2011 年 11,265 938.8 30.9

2010 年 10,336 861.3 28.3

2009 年 9,399 783.3 25.8

2008 年 7,746 645.5 21.2

男女別相談件数 年代別内訳

男  性 女  性 計

９歳以下 2 1 3

１0 代 319 102 421

20 代 790 473 1,263

30 代 1,467 1,075 2,542

40 代 1,268 1,626 2,894

50 代 974 1,438 2,412

６０代 183 467 650

７０代 37 56 93

不  明 419 190 609

合  計 5,459 5,428 10,887
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問題内容別相談件数

0 500 1000 1500 2000

自殺を訴えた相談内容
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自殺念慮者相談件数
相談件数全体の11.９％
が自殺を訴えている。

自 殺 に 関 す る
年次別相談件数

2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年

913 件 1,013 件 1,106 件 1,289 件 1,294 件

11.8％ 10.8％ 10.7％ 11.4％ 11.９％
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平成 24（2012）年度　事業報告
（2012年４月１日～ 2013年３月31日）

１．理事会・評議員会の開催
　◦５月30日　　評議員会：

平成23（2011）年度、事業報告、決算報告
平成24（2012）年度第１次補正予算案について
非常勤職員就業規定及び給与規定について
理事の選任について

　◦５月30日　　理 事 会：
平成23（2011）年度、事業報告、決算報告
平成24（2012）年度第１次補正予算案について
非常勤職員就業規定及び給与規定について
評議員の選任について　　　

　◦６月６日　　理 事 会：
理事長・副理事長の選任　　
理事長、副理事長の職務代理者の指名と承認

　◦３月26日　　評議員会：
平成24（2011）年度第２次補正予算案について
平成25（2013）年度事業計画について
平成25（2013）年度予算について

　◦３月26日　　理 事 会 ：
平成24（2011）年度第２次補正予算案について
平成25（2013）年度事業計画について
平成25（2013）年度予算について　

２．電話相談事業　　　　　
　⑴　受信時間
　　相談時間10時間（毎日12時～22時）、月初め10日間は（12時～翌朝６時）
　　電話２台　　受付番号　０89-9５8-1111　
　⑵　相談員
　　2012年４月１日現在　登録相談員　98名（男24名、女74名）
　　　　　　　　　　　　実働相談員　75名（男16名、女59名）
　　　　　　　　　　　　実　　　習　７名（男２名、女５名）
　　2013年３月31日　　1，０００時間受信達成者４名
　⑶　受信件数（2012年１月から12月）
　　相談件数：10,887 件（1 日平均 29.8 件）
　　　　　　　そのうち自殺志向のある電話：1，29４件　11.9％
　　　※　参考　2010年１月から12月　
　　　　　相談件数：11，26５件（１日平均3０.9件）
　　　　　そのうち自殺志向のある電話：1，289件　11.４％
　⑷　新居浜分室　　
　　毎月３回の実施

３．電話相談員の養成と研修
　⑴　電話相談員養成講座
　　◦第31期　４月から９月まで６名が実習を行い、６名が認定された
　　　　　　　10月４日　　 認定証　授与式
　　◦第32期　５月14日　　 前期公開講座　開講式
　　　　　　　７月９日　　 前期公開講座　終了式　修了者：20名
　　　　　　　８月６日　　 後期受講希望者　面接　14名
　　　　　　　８月27日　　 電話相談員養成講座　後期　開講式
　　　　　　　　　　　　　 受講者：14名
　　　　　　　９月１,２日    宿泊研修
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　　　　　　　３月４日　　 修了式　修了者：14名
　⑵　サポーター研修　
　　◦研修生　なし
　⑶　現相談員のグループ別継続研修（月１回）
　　◦継続グループ数　７グループ
　　　　　　　　　　 （１年目のわかばグループを含む）
　　◦訓練委員６名　　安藤浩範、大久保雅代、武井義定、
　　　　　　　　　　　野口理英子、平林茂代、横田和子
　　◦逐語録研修２年目 
　⑷　全体研修　
　　◦なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
４．委員会活動
　◦研修企画委員会   各研修会、来年度の養成講座の企画と検討、相

談員の認定　　　　　　　　　　　　　　
　◦相 談 委 員 会　相談室内の問題点等を検討、相談員の親睦
　◦広 報 委 員 会　外報誌「愛媛いのちの電話」41号（７月）42号

（12月）の作成と配布、事業報告書の作成と配
布、その他広報ツールの作成

　◦財 務 委 員 会　イオンデー：毎月11日、イエローレシートキャ
ンペーンに参加

　　　　　　　　　　松山店、マックスバリュ西日本　合計４9，7００円
　　　　　　　　　　外報誌を後援会会員に郵送
　◦事 業 委 員 会　松山市民吹奏楽団定期演奏会を共催、
　　　　　　　　　　 ３月10日㈰市民会館大ホール
　　　　　　　　　　チケット売上げによる収益：31，０００円
　　　　　　　　　　募金箱：４，４8５円
　　　　　　　　　　相談室内のバザー売上：29，182円　　
　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人パステルクラブ内心身障害者作業所
　　　　　　　　　　パステル工房のクッキー販売
　◦統 計 委 員 会　受信電話の統計処理
　　　　　　　　　　連盟への報告（１月１日～12月31日）
　　　　　　　　　　連盟統一のサーバー方式　２年目　　　
　◦運 営 会 議　各会議、委員会、事務局の連絡、報告
　　　　　　　　　　事業の計画・実施について討議　　
　◦事 務 局　内報誌「なかま」の発行　　毎月１回
　　　　　　　　　　ホームページの更新   
　　　　　　　　　　その他助成金の申請等
　　　　
５．平成 24 年度愛媛県自殺予防緊急対策委託事業　
　「インターネット相談事業」　
　◇第１期養成講座　全７回（７月～12月）　27名参加　修了者23名
　　講　師：田村　毅（東京）國分　振（仙台）松尾公孝（福岡）
　　　　　　後澤京子（東京）横田和子、野口理英子（愛媛）
　◇インターネット相談実施センター会議
　　（６月16，17日　11月17，18日）
　　参加センター：東京、盛岡、仙台、奈良、福岡、愛媛　
　◇インターネット相談の実施　１月～３月
　　１月17，21，28日　２月14，18，25日　３月11，14，25日　計21シフト
　　◦電話相談を新居浜分室が担当する日（一月に３日）に相談室で

ネット相談を行う
　　◦１日に午前、午後、夜間の３シフト、最多９名の担当
　　◦毎回ネット相談担当訓練委員と共に返信文のシェアリングを行う
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　◇受信件数　　　　　　　　　　　
　　51件（担当相談員　延べ　50名）　　　　
　　男性　19件（37％）、女性　32件（63％）
　　男性のうち最も多い年代は40代　女性は20代
　　自殺志向のある相談　21件（４1.2％）

６．全国のセンター、連盟との連携　
　⑴　厚生労働省補助事業フリーダイヤル自殺予防いのちの電話
　　◦愛媛は24時間の参加…毎月10日午前８時から11日午前８時まで
　　◦公開講演会　｢精神科在宅ケアを始めて｣　講　師：高木俊介氏
　　　４月21日　1４：００～16：００　愛媛県美術館講堂　参加120名　　
　⑵　日本いのちの電話連盟の会合・研修　　　　
　　◦６月１日　一般社団法人日本いのちの電話連盟定期総会（東京）
　　　　　　　　現理事長　出席
　　◦７月18～20日　全国事務局長会議（仙台）
　　　　　　　　事務局長 　出席
　　◦９月８日　日本自殺予防シンポジウム（栃木県宇都宮市）
　　　　　　　   １名　参加
　　◦1月21，22日　インターネット相談研修会（ 東京 ）８名　参加
　⑶　第29回相談員全国研修会さっぽろ大会（10月12日～14日）
　　　12名　参加
　⑷　中国・四国合同研修会　高知大会（10月15日～16日）
　　　11名　参加　　
　⑸　第２期いのちの電話震災フリーダイヤル　　　
　　◦８日に１度順番に担当　13：００～2０：００　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
７．愛媛県及び松山市の諸機関との連携
　⑴　愛媛県被害者支援連絡協議会　
　　　幹事会７月26日㈭　定例会９月27日㈭
　⑵　愛媛県自殺予防対策協議会　７月12日㈫　
　⑶　愛媛県教育委員会「いじめ相談ダイヤル24」への協力
　⑷　松山市自殺対策関連機関連絡会　
　　　８月24日、２月12日（松山市保健所保健予防課）
　⑸　松山市保健所「自殺予防週間」の行事として松山市駅前で

ティッシュペーパーの配布　９月10日　７ ： 3０ ～８ ： 3０
　　　　　　　　　　　
８．その他
　◦11月29日付けで愛媛県知事より「税額控除に係る証明書」を発行

される
　　　有効期間は平成24年11月29日から平成29年11月28日まで
　　　平成24年11月29日以降の個人の寄付については、既存の「所得

控除」に加え「税額控除」の制度が導入され、どちらか一方を
選択できることとなった。所得税の確定申告の際、証明書の写
しと法人の領収書を添付し控除を受ける。
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平成 24（2012）年度　財産目録
（2013年3月31日）

資 産 ・ 負 債 の 内 訳 金　額（円）

Ⅰ　資産の部
1 流動資産
　現金預金 ４，6４9，679
　未 収 金 1，０2４，０００
　貯 蔵 品 ４，０32
　前 払 金 29，1００
　　　　　　　　　　　流動資産合計 ５，7０6，811
2 固定資産
　（1）基本財産

基本財産特定預金 11，５５４，５6５
　　　　　　　　　　　基本財産合計 11，５５４，５6５
　（2）その他の固定資産

建　物 2，０7５，2４０
器具及び備品 8５7，3４４
権　利 8４，０００

　　　　　　　　　　　その他の固定資産合計 3，０16，５8４
　　　　　　　　　　　固定資産合計 1４，５71，1４9
　資産合計 ２０，２７７，９６０

Ⅱ　負債の部
1 流動負債
　未 払 金 2４，7４3
　預 り 金 28，５6４
　前 受 金 38，０００
　　　　　　　　　　　流動負債合計 91，3０7
2 固定負債
　　　　　　　　　　　固定負債合計
　負債合計 ９１，３０７

　差引純資産 ２０，１８６，６５３
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平成 24（2012）年度　貸借対照表
（2013年３月31日）

貸 　 　 　 方 借 　 　 　 方

科　　目 金　額（円） 科　　目 金　額（円）

流 動 資 産 ５，7０6，811 流 動 負 債 91，3０7

現金預金 ４，6４9，679 未払金 2４，7４3

未収金 1，０2４，０００ 預り金 28，５6４

貯蔵品 ４，０32 前受金 38，０００

前払金 29，1００ 負債の部合計 ９１，３０７

固 定 資 産 1４，５71，1４9

基本財産 11，５５４，５6５ 純資産の部

基本財産特定預金 11，５５４，５6５ 基本金 11，５５４，５6５

その他の固定資産 3，０16，５8４ 基本金 11，５５４，５6５

建　物 2，０7５，2４０ 次期繰越活動収支差額 ８，６３２，０８８

器具及び備品 8５7，3４４ （うち当期活動収支差額） △32，４４3

権　利 8４，０００ 純資産の部合計 2０，186，6５3

資産の部合計 ２０，２７７，９６０ 負債及び純資産の部合計 ２０，２７７，９６０
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平成 24（2012）年度　資金収支計算書

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
　
　
　
入

勘　定　科　目 決　　算

会費収入 ４３０，０００

経常経費補助金収入 １，８５２，０００

寄附金収入 ３，９５２，６３０

雑収入 １，１９０，８６５

受取利息配当金収入 ４，３２４

　　経常収入計⑴ ７，４２９，８１９

支
　
　
　
　
　
出

人件費支出 ２，８４７，８３７

　職員俸給 ２，８０９，２００

　非常勤職員給与 ３０，０００

　法定福利費 ８，６３７

事務費支出 ２，１９０，５６３

　旅費交通費 ３６２，６４５

　研修費 ２５１，３２０

　消耗品費 １７２，６９３

　印刷製本費 ３３３，３３１

　修繕費 ６４，０５０

　通信運搬費 ７２７，９２６

　広報費 ８９，２５０

　手数料 ２６，１５０

　損害保険料 ２５，７６０

　雑　費 １３７，４３８

事業費支出 １，９０３，８３７

　消耗品費 １５，６１９

　器具什器費 ５６２，３７０

　賃借料 １４１，０００

　教育指導費 １，０５６，０００

　雑　費 １２８，８４８

　　経常支出計⑵ ６，９４２，２３７

当期資金収支差額合計⑶＝⑴－⑵ ４８７，５８２

前期未支払資金残高⑷ ５，１２７，９２２

当期未支払資金残高⑶＋⑷ ５，６１５，５０４

（2012年４月１日～ 2013年３月31日）
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平成24（2012）年度　事業活動収支計算書
（2012 年 4 月 1 日～ 2013 年 3 月 31 日）

事

業

活

動

収

支

の

部

収
　
　
　
入

勘　定　科　目 決　　算
会費収入 ４3０，０００
経常経費補助金収入 1，8５2，０００
寄附金収入 3，9５2，63０
雑収入 1，19０，86５
　　事業活動収入計⑴ ７，４２５，４９５

支
　
　
　
　
　
出

人件費支出 ２，８４７，８３７
　職員俸給 ２，８０９，２００
　非常勤職員給与 ３０，０００
　法定福利費 ８，６３７
事務費支出 ２，１９０，５６３
　旅費交通費 ３６２，６４５
　研修費 ２５１，３２０
　消耗品費 １７２，６９３
　印刷製本費 ３３３，３３１
　修繕費 ６４，０５０
　通信運搬費 ７２７，９２６
　広報費 ８９，２５０
　手数料 ２６，１５０
　損害保険料 ２５，７６０
　雑　費 １３７，４３８
事業費支出 １，９０３，８３７
　消耗品費 １５，６１９
　器具什器費 ５６２，３７０
　賃借料 １４１，０００
　教育指導費 １，０５６，０００
　雑　費 １２８，８４８
減価償却費 ５2０，０2５
　　事業活動支出計⑵ ７，４６２，２６２

事業活動収支差額⑶＝⑴－⑵ △36，767
　受取利息配当金収入 ４，32４

事業活動外収入計⑷ ４，32４
　 　 経常収支差額⑸＝⑶＋⑷ △32，４４3
繰
越
活
動
収
支

差

額

の

部

　　 前期繰越活動収支差額⑹ 8，66４，５31
当期末繰越活動収支差額⑺＝⑸＋⑹ 8，632，０88
次期繰越活動収支差額 8，632，０88
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平成 24（2012）年度　監査報告

監　査　報　告　書

　社会福祉法人愛媛いのちの電話における、平成 24 年度

（2012 年４月１日から 2013 年３月 31 日までの会計年度）に

おける貸借対照表ならびに収支決算報告書、財産目録、及

び業務について監査を実施したところ、事業の運営及び会

計上、適法・正確に処理されているものと認めましたので

報告します。

平成25（2013）年５月10日
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（2013年４月1日～2014年３月31日）

１．理事会・評議員会の開催
　◦５月　理事会・評議員会：24年度決算、事業報告　　　　　　　
　◦12月　理事会　　　　　：25年度上半期事業報告
　◦３月　理事会・評議員会：25年度補正予算、26年度事業計画、
　　　　　　　　　　　　　　26年度予算　

２．相談事業　　　　　
　◦電話相談
　　受信時間：相談時間10時間（毎日12時～22時）
　　　　　　　月初め10日間は（12時～翌朝６時）　
　　新居浜分室での受信（随時…毎月３回）
　◦インターネット相談
　　　　　　　毎月３日の受信　　

３．電話相談員の養成と研修
　⑴　電話相談員養成講座
　　◦第32期　前年度よりの継続　４月から９月まで電話相談実習
　　　　　　　実習生14名
　　◦第33期　傾聴スキルアップセミナー　全10回
　　　　　　　　5／11～（パンフレット参照） 　
　　　　　　　養成講座　全24回（１泊２日の宿泊研修を含む）
　　　　　　　　９月～３月　
　⑵　現相談員のグループ別継続研修（月１回）
　　◦継続グループ数　７
　　（１年目のわかばグループ、２年目の青葉グループを含む） 
　　◦訓練委員　６名　安藤浩範、大久保雅代、武井義定、
　　　　　　　　　　　野口理英子、平林茂代、横田和子　　　　　
　⑶　インターネット相談　
　　◦コーディネーター養成研修、相談員の継続研修　            　　
　　　　　  　　　　　
４．一般社団法人「日本いのちの電話連盟」・他センターとの連携
　⑴　厚生労働省補助事業フリーダイヤル自殺予防いのちの電話に参加
　　◦毎月10日午前８時～翌朝８時（24時間）
　　◦公開講座　4／27　高木俊介氏
　　 「水俣・福島・精神医療」─今、いのちを考える─

平成 25（2013）年度　事業計画
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　　　松山市総合福祉センター　大会議室　1４：００～16：００
　⑵　震災フリーダイヤル
　　◦毎日午後１時～午後８時　輪番制で８日に１回の担当　　　
　⑶　会議と大会
　　◦５／27～28　中四国事務局会議（愛媛：松山市子規記念博物館　他）
　　◦６／７　　　社員総会（京都関西セミナーハウス）  
　　◦７／17～19　事務局長会議（福島県郡山市）
　　◦９／15　　　日本自殺シンポジウム（秋田県総合保健センター）
　　◦10／25～27　相談員全国研修会（大阪国際交流センター）

５．運営組織の拡充　
　運営会議の開催（月１回）：各委員会の連絡、諸行事の企画・実施
　各委員会活動（月１回）：相談、財務、広報、事業、統計、研修企画
　　　　　　　　　　　　　創立30周年記念行事実行委員会
　内部報「なかま」の発行（毎月）
　外報誌「愛媛いのちの電話」の発行及び発送（年２回）
　ホームページの更新、その他の広報活動
　後援会との連携

６．愛媛県諸機関および松山市との連携
　⑴　平成25年度愛媛県自殺予防緊急対策委託事業
　　 （インターネット相談事業）　　　　　　　　
　⑵　その他
　　愛媛県自殺予防対策協議会、愛媛県被害者支援連絡協議会への参加
　　松山市自殺対策関係機関連絡会、松山市自殺対策推進委員会への参加
　　愛媛県教育委員会「いじめ相談ダイヤル24」への協力
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平成 25（2013）年度　収支予算書

経

常

活

動

に

よ

る

収

支

収
　
　
　
　
　
入

勘　定　科　目 金　　額
会費収入 ４３０，０００
経常経費補助金収入 ８３０，０００
寄附金収入 ４，０００，０００
雑収入 １，０４０，０００
受取利息配当金収入 １０，０００
　　経常収入計 ６，３１０，０００

支
　
　
　
　
　
出

人件費支出 ２，８５９，０００
　職員俸給 ２，８５０，０００
　法定福利費 ９，０００
事務費支出 １，６３６，０００
　旅費交通費 ８０，０００
　研修費 ２１６，０００
　消耗品費 １５０，０００
　器具什器費 １３，０００
　印刷製本費 ２３４，０００
　修繕費 １５，０００
　通信運搬費 ７３２，０００
　会議費 １０，０００
　手数料 ３０，０００
　損害保険料 ２６，０００
　雑　費 １３０，０００
事業費支出 １，４６５，０００
　消耗品費 ６０，０００
　賃借料 １２０，０００
　教育指導費 １，２００，０００
　雑　費 ８５，０００
　　経常支出計 ５，９６０，０００

　固定資産取得支出 ３５０，０００
　　　　　　施設整備等支出計 ３５０，０００
　　　　当期資金収支差額　　合　計 ０
 【資金残高】
　　前期末支払資金残高 ５，６１５，５０４
　　当期末支払資金残高 ５，６１５，５０４

（2013年４月１日）
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理 事 長　武井　義定　　　　

副理事長　谷本　　治　　　　

理　　事　安藤　浩範　　奥村　武久　　越智眞理子　　草薙　順一

　　　　　高木　総平　　中山　　淳　　平林　茂代　　森　　秀人

以上10名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

監　　事　近藤　　猛　　星加　　修

以上２名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

評 議 員　青野　篤子　　足立　純一　　安藤　浩範　　石丸　裕司

　　　　　大久保雅代　　奥村　武久　　越智眞理子　　川崎　佳子

　　　　　草薙　順一　　佐藤　康弘　　武井　義定　　谷本　　治

　　　　　中山　　淳　　西澤　孝一　　原　　敏彦　　平林　茂代

　　　　　廣瀬　一郎　　広瀬　満和　　福地　民子　　森　　秀人

　　　　　渡部　三郎

以上21名

（敬称略、50音順）

平成 24（2012）年度　役員
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　個　人

（2012年４/１～2013年３/31）
〈敬称略〉後援会費

感 謝 報 告

青戸　美穂
青野　篤子
秋川　裕惠
秋月　千代
麻生　俊介
足立　純一
有光千恵子
井口　美栄
池川　次子
イシカワタカオ
石丸かほる
石丸　裕司
一ノ宮孝司
稲荷　誠記
井野　惠子
井上　演子
井上美奈子
今井久美子
印南　敏彦
印南扶美恵
上岡　桂子
浦田　　誠
大久保雅代
大瀧　良子
大谷　久子
大西　清文
大野美代子
大林　公子
大政かつよ
岡田　昭久
岡田　紀子
岡部　健一
沖中　正明
沖元てるよ
奥村　武久
越智　通晴
越智　　操
織田　未来
折戸　順子
恩地　森一
片山　栄子
加藤　泰三

門屋　　齊
金岡　潔宗
川井由紀子
河上久美子
川崎　佳子
川崎　由美
菊池　博俊
菊池　伸英
菊池由美子
北新　徹也
北野トミ枝
木村すみれ
国田　敦彦
久保スミ子
久保ヒロ子
久保木道子
栗田　　啓
黒川　洋介
桑田佳代子
桑田　敬子
河野　　浩
小林　保一
薦田　道子
五領田眞理子
佐伯　真穂
重松　章子
篠崎　憲次
白石　幸子
城　　民枝
甚野より子
菅　　温子
鈴木　公生
須山　　楓
関谷　徳美
高木　秀子
高瀬　圭子
高田　洋子
高野　順子
田口　光伸
武井　義定
竹下　裕子
竹中真由美

竹野　皆江
立川　百恵
田所　和人
田中　恭子
田中都智美
田中ほとり
谷口　好美
谷本　　治
谷本　照美
玉井　正子
田村由美子
垂水　眞人
丹下　甫澄
中條　泰行
壷内のり子
鶴井　善子
遠山　順一
戸梶　元斎
徳本　至孝
俊成　　薫
永井　和美
永江　健次
長野　美樹
中原　昭子
中村　臣子
中村　安子
中矢　佳男
中山　　淳
西岡美矢子
西川ゆかり
西澤　孝一
西原　　透
西本　　瞳
二宮　孝夫
野口理英子
野村　和男
野村　　実
橋本　清光
羽藤八五子
原　　敏彦
平岡みゑ子
平林　茂代

廣瀬　一郎
廣瀬　孝子
福崎美智子
福地　民子
福原　千佳
福原麻理子
藤木　信一
藤田　和子
鮒田　崎子
紅谷　博美
星加　　修
升田　敦美
松浦　秀二
松岡　公子
松崎　純子
松末　英子
松田久美子
松田　善衛
松村　　茂
松本　郁枝
丸山　正治
三神　幸子
三神　弘子
三木　茂円
三木　優子
水田　恒二
溝渕　睦彦
満汐　順子
光田　厚夫
宮内　福美
宮内　義憲
宮崎　節子
宮崎　美春
宮下ひとみ
三好　典彦
三好　洋子
村上　亮二
村上　広子
村角千代子
村谷　香織
本　　裕美
森　　二朗
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森　　秀人
森岡　仁子
森貞みつな
森實　京子
森山加代子
森山　弘子
薬師神寛司
谷田部美恵子
矢野　和枝

　団　体

㈱アイビ広告
秋田会秋田病院

東汽船㈱
安藤工業㈱

飯尾小児科・内科
㈱イオタオーエー

システム
㈱井出工具
今治ヤンマー㈱

今村循環器科内科
㈱伊予銀行
伊予興業㈱ 
伊予トータルサービス㈱
伊予木材㈱
ＮＴＴ労組退職者の会
ＮＴＴ労働組合

四国総支部
愛媛インプラントク

　リニックかまくら歯科
愛媛県繊維染色工業組合
愛媛県信用農業

協同組合連合会
愛媛自動車興業㈲
愛媛信用金庫
愛媛綜合警備保障㈱
愛媛地方労働組合連合会
愛媛不動産情報㈱
愛媛林産商事㈱
㈱エム・ワイ・ティ
円通寺
扇屋食品㈱ 

鶯友会牧病院
越智昇鉄工㈱
おりひめ友禅㈱
　かざはやクリニック

　かとう歯科
デイサービスセンター

きらり
㈱門屋組
㈱カネシロ
㈱河上工務店
桑原運輸㈱
㈱佐藤大観堂
重松建設㈱
四国建設機械販売㈱ 
四国電力㈱
四国溶材㈱
㈶正光会宇和島病院
㈶正光会今治病院
㈱松栄印刷所
シンワ㈱ 
セキ㈱ 
㈶創精会松山記念病院
園田医院
大一ガス㈱
大蔵寺
タカウチスタジオ㈲
㈱テクニカル
㈱テレビ愛媛
常盤タクシー㈱ 
尚正産業㈱
南レク㈱
新居浜物産㈱ 
西嶋法律事務所
西田歯科医院
日蓮宗瑞応寺
日東石材工業㈱
日東物産㈲
日本基督教団

三島真光教会

日本労働組合総連合会
愛媛県連合会

㈱野間工務店
八水蒲鉾㈱

兵頭クリニック
兵頭歯科医院

富晴産業㈱
㈱母恵夢本舗
松山金亀ライオンズクラブ
㈱松山建装社
松山市駅前地下街㈱
松山東雲女子大学・短期
　大学キリスト教センター
松山全日空ホテル
松山中央ライオンズクラブ

眞理神経クリニック
丸尾歯科

宮本歯科医院
村上産業㈱ 
村上石油㈱
村瀬海運㈱
㈲大和屋本店旅館
山中造船㈱
㈱ヨンキュウ
㈱よんやく
立正佼成会松山教会
ルナ物産㈱
ロッキー産業㈱

藪　田鶴子
山内　英彦
山岡傅一郎
山形　久子
山下　健男
山本　史郎
山本しげ子
山本　照子
山本　安代

遊口　親之
遊口百合子
柚山　紀子
横田　和子
横山　真一
好永　　定
芳野　恭子
渡部　順子
渡部　智子

渡部　　勉
渡辺　雅代
渡部茂由子
　匿名 4 名



20

　団　体

㈱イオタオーエー
システム  

今村循環器科内科
㈱伊予銀行
伊予興業㈱
㈱エム・ワイ・ティ
おりひめ友禅㈱
㈱カネシロ
国際ソロプチミスト松山
しののめクリニック   

十全会十全第二病院
㈶正光会今治病院

㈶正光会御荘病院
白石・安藤法律事務所
㈶創精会松山記念病院
大一ガス㈱
第一生命労働組合
㈱テクニカル
新居浜商工会議所女性会
㈱西建設
日東石材工業㈱
日本基督教団西条栄光教会    
日本キリスト教団丹原教会
日本キリスト教団砥部教会
日本基督教団松山栄光教会

日本基督教団松山古町教会
日本労働組合総連合会

愛媛県連合会
㈱松山建装社
㈶松山済美会

丸尾歯科
マルタカ産業㈱
村上産業㈱
㈲大和屋本店旅館
山中造船㈱
㈱よんやく

（2012年４/１～2013年３/31）
〈敬称略〉寄 付 金

　個　人

川崎　　謙
川崎　由美
菊池由美子
菊池　節子
草薙　順一
小林　保一
五葉　明徳
近藤　　猛
シオミリュウタロウ
篠崎　憲次
甚野より子
須山　　楓
仙波　増子  
田井野　勝
武井　義定
竹下　裕子
立川　百恵

青野　篤子
秋川　裕惠
麻生　俊介
安藤　浩範
市木　裕子
印南　敏彦
宇都宮嘉忠
大久保雅代
大西　清文
岡田　紀子
奥村　武久
越智　京子
越智　慶子
越智　　操
恩地　森一
門屋　　齊
川崎　佳子

田所　和人
谷本　照美
田村由美子
丹下　甫澄
中條　泰行
徳本　至考
中矢　佳男
西澤　孝一
西澤真美子
野村　和男
日野　智仁
平林　茂代
廣野　幸利
藤岡　　富
松浦　英二
松崎　純子
松田久美子

松本　伸郎
三神　弘子
溝渕　睦彦
見山　敦子
村上　広子
村角千代子
森實　京子
山形　久子
横田　和子
横山　真一
望月佳重子
本　　裕美
渡辺　幸子
匿名４名
募金箱

飯尾小児科・内科

　助成金・補助金

愛媛県共同募金会　　愛媛県精神保健福祉協会　　日本郵便㈱

　商品提供

イオンテール㈱イオン松山店
マックスバリュ西日本㈱




